
今も昔も市民生活や生産活動の根幹のひとつである“水”。

鹿児島市水道事業の歴史を踏まえ、水源地の石造りアーチ部分を

モチーフに表現、鹿児島市の象徴「桜島」を盛り込みデザインしました。

キャッチコピーには、これからも大切な水を市民のみなさまへ

お届けする決意を込めております。
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生命の水 故郷の水 未来まで

水=生命の誕生

　わたしたちの住む地球が誕生したのは、今
から約46億年前だといわれている。誕生から数
億年のときを経て、水素と酸素が結合して水が
できた。水は水蒸気となって上昇して雲となり、
雨や雪となって地表に降り注ぐ。地表に降った
水は地表を流れる川や地下水となり、海へたど
り着く。
　多くの物質を含んだ海にやがて生命が誕
生。水の中で誕生した単細胞生物は長い時間
をかけて多細胞に進化し、さらに長い道のりを
経て、人類の誕生へとつながってきた。
わたしたちの体は実に多くの水分を含んで

いて、新生児の体重の約80％、成人男性では約
60％が水分である。
　「水」は命をつなぐ大切な存在である。近代
水道100年の歩みを振り返りながら、子どもたち
につなぐ「水とまちの物語」を紐解いてみたい。

1100th anniversary Since 1919

「水」が生命の源といわれるのは
なぜだろうか。

鹿児島市長

森　博幸

　鹿児島市の水道は、大正8年11月26日に給水を開始して以来、100周年という
大きな節目を迎えることができました。
　109か所にも及ぶ水源地から約60万市民の生命の水を毎日絶やすことなく供
給する体制を築き上げてきた先人の努力と業績に敬意を表しますとともに、今日ま
で温かく見守り、支えていただいた市民の皆様に心から感謝申し上げます。
　100年の歴史を振り返りますと、「近代水道」誕生となった七窪水源地や上之原
配水池を中心とする水道施設の通水は、第一次世界大戦による物価の高騰や
隧道の落盤事故など幾多の困難を乗り越えた一大事業でございました。その後
も、第二次世界大戦の戦火による被害や度重なる渇水、平成5年の8・6水害など、
本市の水道事業には多くの試練が立ちはだかりました。その一つ一つを先人たち
の知恵や関係の皆様のお力添えで克服し、下水道事業も含め、本市の水道事業
は拡張を続けてまいりました。
　そして、令和という新たな時代を迎えた本年度、本市も市制施行130周年という
大きな節目を迎える中、水道事業の拡張の歩みは、政治、経済、文化、医療といっ
た高次の都市機能が集積する南九州の中核都市としての本市発展の歴史と軌
を一にしてきたものでございます。
　水道施設は、市民生活にとって欠かすことのできない最も重要なインフラの一
つであり、近年は多発する大規模災害対策や増大する老朽化施設への対応な
ど、様 な々社会情勢の変化に即応した取組も強く求められております。本市におき
ましても、「市民生活を支える機能性の高い快適なまち」を基本政策の一つに掲
げ、水道管路の耐震化や配水管の布設替え等を積極的に進めております。
　結びに、近代水道100周年という大きな節目にあたり、「生命の水 故郷の水 未
来まで」を合言葉に、先人が築いてきた湧水水源や浄水場などの水道施設を大
切に維持管理し、安全で良質な水の安定供給を1日も欠かすことなく、次の世代に
引き継いでまいる所存でございますので、今後ともより一層のお力添え賜りますよう
お願い申し上げます。

ごあいさつ


